
国際人流／2004．9．2627国際人流／2004．9．

防
勉
堕
◎
う
時
評

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
信
頼
と
協
力
、
そ
し
て
共
生
へ

ー
　
静
岡
児
磐
田
市
に
お
け
る
多
文
化
共
生
へ
の
取
り
組
み

索
池
上
　
垂
弘
（
い
け
が
み
し
げ
ひ
ろ
）
－
静
岡
文
化
芸
術
大
学
文
化
政
策
学
部
助
教
授

南
米
日
系
人
が
多
い
工
業
都
市
－
－
1

団
地
を
含
む
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

草
の
根
レ
ベ
ル
の
取
り
組
み
が
進
む

午
後
八
時
、
団
地
の
集
会
場
　
－
。
会

合
に
出
席
し
て
い
る
自
治
会
役
員
は
三
〇

名
、
こ
の
う
ち
二
二
名
が
外
国
人
だ
。
ひ

と
つ
の
階
段
を
共
用
す
る
l
 
O
世
帯
の
な

か
か
ら
選
出
さ
れ
る
自
治
全
役
月
（
班
長
）

の
う
ち
、
約
七
割
が
ブ
ラ
ジ
ル
人
を
は
じ

め
と
す
る
外
国
人
で
あ
る
。
自
治
会
長
の

脇
に
は
通
訳
係
の
ブ
ラ
ジ
ル
人
居
住
者
が

座
り
、
日
本
語
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
が
交
互

に
入
り
交
じ
り
な
が
ら
話
し
合
い
が
進
む
。

こ
れ
は
、
静
岡
県
西
部
の
工
業
都
市
、
磐

田
市
の
南
部
に
位
置
す
る
県
営
住
宅
Ⅰ
団

地
　
（
以
下
、
県
住
Ⅰ
団
地
）
　
で
．
の
自
治
会

定
例
会
の
よ
う
す
だ
。

こ
の
小
文
で
は
、
県
住
Ⅰ
団
地
自
治
会

や
そ
の
周
辺
の
自
治
会
に
焦
点
を
あ
わ
せ

な
が
ら
、
磐
田
市
で
近
年
目
覚
ま
し
い
進

展
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
多
文
化
共
生
へ
向
け

て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

南
米
日
系
人
の
場
合
、
業
務
請
負
業
者

（
い
わ
ゆ
る
派
遣
会
社
）
　
が
借
り
上
げ
た

ア
パ
ー
ト
や
会
社
所
有
の
ア
パ
ー
ト
に
住

む
者
が
多
い
が
、
こ
こ
数
年
で
公
営
住
宅

の
居
住
者
が
急
増
し
て
い
る
。
県
住
Ⅰ
団

地
の
事
例
は
、
南
米
日
系
人
の
増
加
す
る

ほ
か
の
団
地
に
も
参
考
と
な
る
点
が
多
々

あ
る
だ
ろ
う
。

ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田
の
本
拠
地
と
し
て
有
名

な
磐
田
市
は
天
竜
川
の
東
岸
に
広
が
る
。

市
境
を
按
す
る
西
隣
の
浜
松
市
と
は
経
済

的
な
関
連
が
深
く
、
自
動
車
や
オ
ー
ト
バ

イ
な
ど
輸
送
用
機
械
を
は
じ
め
と
す
る
大

手
企
業
の
工
場
や
関
連
工
場
が
立
地
す
る
。

磐
田
市
は
、
静
岡
県
下
で
は
浜
松
市
に
次

い
で
第
二
位
の
工
業
都
市
と
な
っ
て
い
る
。

二
〇
〇
四
年
三
月
末
現
在
の
磐
田
市
の

総
人
口
は
九
万
二
一
八
四
人
、
こ
の
う
ち

外
国
人
登
録
者
数
は
四
八
〇
一
人
で
あ

り
、
外
国
人
比
率
は
五
二
二
％
に
達
し
て

い
る
。
国
籍
別
比
率
で
は
ブ
ラ
ジ
ル
人
が

約
八
割
を
占
め
る
。
磐
田
市
に
お
い
て
も
、

ブ
ラ
ジ
ル
人
や
ペ
ル
ー
人
に
は
滞
在
の
長

期
化
、
家
族
滞
在
の
増
加
と
い
っ
た
「
定

住
」
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
背
景
の
な
か
、
磐
田
市
は
二

〇
〇
一
年
度
の
立
ち
上
げ
当
初
か
ら
「
外

国
人
集
住
都
市
会
議
」
　
の
構
成
メ
ン
バ
ー

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
磐
田

市
に
お
い
て
多
文
化
共
生
へ
向
け
て
の
取

り
組
み
が
本
格
化
し
た
の
は
こ
こ
二
　
二

年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
行
政

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
概
観
し
ょ
う
。

磐
田
市
役
所
で
は
二
〇
〇
三
年
度
、
外

国
人
集
住
に
伴
う
課
題
へ
の
対
応
、
多
文

化
共
生
施
策
の
総
合
的
な
調
整
と
推
進
を

図
る
担
当
部
署
と
し
て
、
共
生
社
会
推
進

室
を
設
置
し
た
。
翌
〇
四
年
度
に
は
共
生

社
会
推
進
課
と
し
て
独
立
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
通
訳
が
常
駐
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

の
間
、
〇
三
年
七
月
に
は
、
住
宅
、
教
育
、

福
祉
な
ど
、
外
国
人
の
市
民
生
活
に
関
わ

る
一
三
課
の
職
月
と
連
携
し
た
外
国
人
共

生
社
会
推
進
庁
内
連
絡
会
が
設
置
さ
れ
た
。

外
部
機
関
も
加
わ
る
推
進
組
織
と
し
て

は
、
同
じ
時
期
に
、
外
国
人
市
民
、
外
国

人
が
多
い
自
治
会
、
大
手
企
業
、
商
工
会

議
所
、
学
校
、
保
育
園
、
業
務
請
負
会
社

の
ほ
か
、
警
察
署
や
労
働
基
準
監
督
署
な

ど
、
行
政
諸
機
関
も
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て

外
国
人
共
生
社
会
推
進
連
絡
会
が
立
ち
上

が
り
、
二
〇
〇
四
年
度
に
は
協
議
会
と
し

て
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。
こ
の
協

議
会
が
実
質
的
に
ど
れ
ほ
ど
の
機
能
を
果

た
し
う
る
か
は
ま
だ
評
価
で
き
る
段
階
に

な
い
が
、
企
業
関
係
者
も
参
画
し
て
い
る

点
に
特
徴
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
磐
田
市
の
場
合
、
外
国

人
集
住
団
地
を
含
む
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
／
イ

の
取
り
組
み
に
こ
そ
、
特
筆
す
べ
き
点
が

認
め
ら
れ
る
。
行
政
主
導
型
の
事
業
と
し

て
で
は
な
く
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中

核
を
担
う
人
び
と
が
「
草
の
根
」
　
レ
ベ
ル

の
連
携
を
模
索
し
た
結
果
と
し
て
、
冒
頭

に
記
し
た
よ
う
な
自
治
会
の
運
営
が
実
現

し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
取
り
組
み
に
目
を
向
け
て

み
た
い
。

防
災
訓
練
が

協
力
体
制
つ
く
り
の
契
機
に

県
住
Ⅰ
団
地
自
治
会
や
そ
れ
に
隣
接
す

る
公
団
住
宅
自
治
会
な
ど
二
の
自
治
会

か
ら
な
る
M
地
区
で
は
、
外
国
人
が
全
住

民
の
約
一
七
％
を
占
め
　
（
二
〇
〇
四
年
三

月
末
現
在
）
、
市
内
最
多
の
外
国
人
集
住
地

区
と
な
っ
て
い
る
。
県
営
住
宅
と
公
団
住

宅
に
限
っ
て
み
る
と
、
外
国
人
比
率
は
四

割
を
超
え
る
。
つ
ま
り
、
磐
田
市
の
な
か

で
も
市
南
部
の
M
地
区
、
さ
ら
に
は
県
営

住
宅
や
公
団
住
宅
と
い
っ
た
家
族
向
け
の

低
廉
な
公
営
住
宅
に
、
外
国
人
住
民
が
集

住
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

Ⅰ
団
地
で
は
一
九
九
六
年
前
後
か
ら
外

国
人
居
住
者
が
増
え
始
め
、
「
ご
み
問
題
」

や
「
騒
音
問
題
」
な
ど
、
生
活
習
慣
の
相

違
に
起
因
す
る
「
文
化
摩
擦
」
が
生
じ
た
。

外
国
人
居
住
者
に
し
て
み
れ
ば
母
国
で
当

た
り
前
に
や
っ
て
い
た
こ
と
が
、
日
本
人

居
住
者
の
目
に
は
　
「
問
題
」
　
と
映
る
の
で

あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
回
路
が

な
い
た
め
に
双
方
の
考
え
を
伝
え
合
う
機

会
が
乏
し
く
、
相
互
不
信
が
募
っ
て
い
た
。

こ
う
し
た
状
況
が
大
き
く
変
化
し
た
の

は
、
二
〇
〇
二
年
四
月
に
M
地
区
の
新
し

い
地
区
長
が
就
任
し
て
か
ら
で
あ
る
。
行

政
の
対
応
を
待
た
ず
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
で
で
き
る
こ
と
を
進
め
て
ゆ
く
に
は
日

本
人
と
外
国
人
の
協
力
が
不
可
欠
と
の
認

識
の
も
と
、
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
と
こ
ろ
か
ら
手
探
り
の
努
力
が

始
ま
っ
た
。
M
地
区
内
の
自
治
会
で
は
日

本
人
と
外
国
人
が
互
い
に
あ
い
さ
つ
を
交

わ
す
よ
う
呼
び
か
け
た
が
、
日
本
人
側
の

対
応
が
悪
く
、
外
国
人
側
が
日
本
人
へ
の

不
満
を
募
ら
せ
る
結
果
と
な
っ
た
。

当
初
一
年
間
の
反
省
を
踏
ま
え
、
二
〇

〇
三
年
度
は
外
国
人
居
住
者
に
対
し
て
体

育
祭
、
文
化
祭
、
防
災
訓
練
な
ど
、
自
治

会
行
事
へ
の
参
加
を
積
極
的
に
呼
び
か
け

た
。
行
事
参
加
を
通
し
て
顔
見
知
り
に
な

る
こ
と
で
、
日
本
人
と
外
国
人
の
信
頼
関

係
を
深
め
て
ゆ
く
た
め
で
あ
る
。
な
か
で

も
防
災
訓
練
に
力
点
が
置
か
れ
た
。
緊
急

事
態
に
は
日
本
人
も
外
国
人
も
助
け
合
う

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
防
災
訓
練
へ
の

参
加
を
と
く
に
促
し
た
の
で
あ
る
。

二
〇
〇
三
年
一
二
月
に
実
施
さ
れ
た
M

地
区
の
地
域
防
災
訓
練
は
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
で
の
共
生
へ
向
け
て
の
大
き
な
転

機
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
先
だ
っ
て
県
住
Ⅰ

団
地
自
治
会
で
は
、
自
治
会
活
動
に
関
連

し
た
通
訳
・
翻
訳
を
担
当
す
る
「
自
治
会

サ
ポ
ー
ト
委
員
会
」
　
が
発
足
し
た
。
自
治

会
側
の
呼
び
か
け
に
対
す
る
当
初
の
反
応

は
鈍
か
っ
た
が
、
外
国
人
居
住
者
五
名
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
名
乗
り
を
あ
げ
た
。

こ
の
時
の
地
域
防
災
訓
練
で
は
、
自
治
会

サ
ポ
ー
ト
委
員
の
存
在
を
住
民
に
認
知
し

て
も
ら
う
た
め
に
、
委
員
は
緑
色
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て
通
訳
の
任
に
当
た
っ

た
。
こ
れ
ま
で
は
遠
巻
き
に
見
て
い
る
だ

け
だ
っ
た
外
国
人
居
住
者
も
心
肺
蘇
生
法

訓
練
や
炊
き
出
し
に
加
わ
り
、
日
本
人
と

外
国
人
共
同
で
の
救
出
・
救
護
訓
練
が
実

現
し
た
。

そ
の
後
県
住
Ⅰ
団
地
自
治
会
で
は
、
回

覧
板
の
伝
達
事
項
や
団
地
内
の
掲
示
物

を
、
原
則
と
し
て
日
本
語
と
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
の
双
方
で
表
記
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

自
治
会
役
員
の
任
期
は
一
年
だ
が
、
役
月

の
顔
ぶ
れ
が
変
わ
っ
て
も
外
国
人
居
住
者

へ
の
対
応
が
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
、
協
力

関
係
の
体
制
固
め
が
進
ん
で
い
る
。

行
政
と
地
域
の
協
働
で

外
国
人
の
子
育
て
支
援
が
始
ま
る

磐
田
市
に
お
け
る
行
政
と
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
の
協
働
の
成
果
と
し
て
注
目
す

べ
き
は
、
二
〇
〇
四
年
度
よ
り
市
内
二
カ

所
で
始
ま
っ
た
多
文
化
交
流
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
事
業
で
あ
る
。
ひ
と
つ
は
市
中

心
部
の
店
舗
を
借
り
上
げ
た
多
文
化
交
流

セ
ン
タ
ー
で
、
外
国
人
の
子
育
て
情
報
拠

点
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
も
う
ひ
と
つ

は
M
地
区
に
開
設
さ
れ
た
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
で
、
県
営
住
宅
の
集
会
場
を
会
場

せ
し
て
、
「
親
子
つ
ど
い
の
広
場
」
と
「
児

童
の
学
習
支
援
」
　
の
二
つ
の
活
動
を
展
開

し
て
い
る
。

「
親
子
つ
ど
い
の
広
場
」
は
子
育
て
中
の

親
と
就
学
前
の
子
ど
も
を
対
象
に
、
読
み

聞
か
せ
等
の
企
画
を
通
じ
て
交
流
を
図
る

も
の
で
あ
る
。
月
・
水
・
金
の
午
前
　
（
一

〇
時
～
二
一
時
）
　
に
実
施
さ
れ
、
毎
回
四

組
ほ
ど
が
利
用
し
て
い
る
。
「
児
童
の
学
習

支
援
」
　
は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午

後
の
時
間
帯
　
（
二
時
～
五
時
）
　
に
実
施
さ

れ
、
児
童
の
日
本
語
学
習
や
宿
題
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
。
二
〇
人
ほ
ど
が
登
銀
し
、
毎

回
十
数
人
が
通
っ
て
く
る
。
教
員
免
状
の

有
資
格
者
が
講
師
と
な
り
、
日
本
語
の
で

き
な
い
保
護
者
に
か
わ
っ
て
外
国
人
の
子

ど
も
の
学
習
を
支
援
し
て
い
る
。

こ
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
は
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
の
提
案
を
受
け
て

行
政
が
事
業
と
し
て
開
始
し
た
も
の
だ
が
、

自
治
会
側
も
会
場
確
保
に
尽
力
す
る
な
ど

重
要
な
役
割
を
担
っ
た
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
関
わ
る
地
元
住
民
も
い
る
。
定
住
化

傾
向
が
強
ま
る
な
か
、
外
国
人
と
の
意
思

疎
通
を
積
極
的
に
図
り
、
信
頼
関
係
を
築

き
な
が
ら
、
自
治
会
活
動
が
展
開
し
つ
つ

あ
る
。
ま
た
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め

に
、
住
ん
で
い
る
場
所
の
近
く
で
の
学
習

支
援
も
始
ま
っ
た
。
外
国
人
定
住
化
時
代

に
お
け
る
新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

在
り
方
の
ひ
と
つ
を
、
こ
こ
に
兄
い
だ
す

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。


